
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
意
見
を

交
換
し
て
支
援
に
つ
な
げ
る

大
阪
の
魅
力
を
独
自
の
視
点
で
生

か
し
て
未
来
へ
伝
え
る
学
生
た
ち

第
一
学
院
高
等
学
校
の
青
山
真
理

室
長
●右
と
竹
下
淳
司
副
理
事
長

防衛大学校と防衛医科大学校③
特別
連載

集中連載 成長できる舞台

防衛省・自衛隊
■人間的な成長を実感
　防衛大学校（神奈川県横須賀市）
は、将来の幹部自衛官となる者を
育成する防衛省が所管する高等教
育機関だ。文部科学省が定める大
学設置基準に準拠し、一般大学と
同様に学位が授与される。学士の
学位取得には一般的に 124 単位
以上が必要なのに対し、同大学校
のそれは 152 単位以上。28 単位
の差の大半を占めているのが防衛
学系の学びだ。人文社会科学系、
理工学系などの幅広い分野の理論
的根拠を基礎とし、国防、軍事技
術、戦略・作戦等の研究に結びつ
ける総合的な学問となっている。
軍事や国防に関する知識は安全保
障や世界経済を理解する上で重要
だが、一般的には学びの機会が少
ない。世界各地で起きている紛争

等がどのように経済や国際情勢と
関わっているかを知ることは、幹
部自衛官としてはもちろん、一社
会人として今日の社会を知る上で
も不可欠だ。
　もう一つの特色は、訓練を実施
する点にある。訓練は各学年が行
う共通訓練と、2学年以上が陸上・
海上・航空要員に分かれて行う要
員訓練がある。訓練時期は、 毎週
2時間程度の課程訓練と、特定の
期間に 1 週間～ 1 カ月間程度行
う定期訓練があり、リーダーシッ
プやフォロワーシップを学ぶ。人
間的に成長できる機会が豊富な点
に注目したい。

■知識と人格の教育
　防衛医科大学校（埼玉県所沢市）
では、医学教育等を行う医学系大

学の設置基準に準拠した教育を実
施し、卒業時の医師国家試験合格
→免許状取得を目標にカリキュラ
ムが組まれている。併行して、厳
しい局面でも正しい判断ができる
医官・看護官の育成を狙いとする
訓練が行われる。災害派遣や新型
コロナウイルス感染症に対する医
療活動、海外任務への参加等、一
般的な医師・看護師の勤務環境と
は異なる厳しい場面での業務にこ
そ、医官・看護官としての真価が
発揮される。また、臨床実習はも
ちろん、訓練期間中は全国の自衛
隊病院で研修し、現場で勤務する
医官・看護官と直接懇談等するこ
とが可能だ。病院実習等が多いの
も特徴の一つと言えるだろう。

新
た
な
環
境
に
対
応
し
得
る
国

防
の
リ
ー
ダ
ー
を
育
て
る
教
育

●「起業」という道 起業のための「学び」

●仕事につながる学校を考える

●これでわかった！ 仕事と学びの関係

●知っておきたい現代「仕事」事情

●これからの「働く」を考えてみる

●なるほど!! みんなの適職診断

若者のキャリア形成を応援する学校の最新情報を凝縮

高校時代から考えるキャリアデザイン 2024
つながる学校就職 仕事 に資格 起業

▲最新刊（2024年度版）
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成長できる舞台。
防衛大学校・防衛医科大学校

防衛大学校
ウェブサイト▼

防衛大学校
学生の成長▼オープンキャンパス情報は

それぞれのウェブサイトへ

防衛医科大学校
ウェブサイト▼

ひ
き
こ
も
り
支
援
対
策

オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

新
し
い
学
校
の
会

　
仏
教
の
根
本
精
神
で
あ
る
「
四

弘
誓
願
」
を
基
礎
と
す
る
人
格
教

育
を
建
学
の
精
神
に
掲
げ
る
武
蔵

野
大
学
（
東
京
都
西
東
京
市
）
は

2
月
26
日
、
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー

シ
ッ
プ
を
持
つ
実
践
者
た
ち
を
招

き
「E

M
C

 C
onference

」

を
、
同
大
発
祥
の
地
で
あ
る
武
蔵

野
キ
ャ
ン
パ
ス
で
初
開
催
し
た
。

　「E
M
C

 C
onference

」
と

　
芸
術
学
の
殿
堂
と
し
て
専
門
の

学
芸
を
教
授
研
究
す
る
と
共
に
、

広
い
知
識
を
授
け
、
高
潔
か
つ
平

和
的
な
国
家
お
よ
び
社
会
の
教
養

高
き
形
成
者
を
育
成
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る
大
阪
芸
術
大
学

（
大
阪
府
南
河
内
郡
河
南
町
）。

同
大
は
3
月
16
日
、
株
式
会
社
グ

ラ
ン
ビ
ス
タ 
ホ
テ
ル
＆
リ
ゾ
ー

ト
（
本
社
東
京
・
千
代
田
区
）
が

運
営
す
る
ホ
テ
ル
イ
ン
タ
ー
ゲ
ー

ト
大
阪 

梅
田
（
大
阪
市
）
と
の

産
学
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て

「
な
に
わ
文
化
の
扉
を
開
け
て
」

の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
制
作
し
た
こ
と

を
発
表
。
ま
た
、
今
回
の
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
に
先
駆
け
、
令
和
5
年

2
月
3
日
に
は
同
ホ
テ
ル
に
て
メ

デ
ィ
ア
体
験
会
も
実
施
し
た
。

　
同
大
で
は
「
大
学
は
夢
を
実
現

さ
せ
る
た
め
の
手
が
か
り
を
見
つ

け
、
自
ら
の
力
に
よ
っ
て
そ
の
夢

を
つ
か
み
取
る
場
所
で
あ
り
た

い
」
と
い
う
理
念
を
掲
げ
て
い

る
。
グ
ラ
ン
ビ
ス
タ 

ホ
テ
ル
＆

リ
ゾ
ー
ト
は
、
観
光
産
業
の
中
で

「
地
域
の
価
値
で
、
未
来
を
変
え

て
い
く
。」
を
ブ
ラ
ン
ド
ス
テ
ー

ト
メ
ン
ト
と
し
て
、
価
値
体
験
型

ホ
テ
ル
「IN

T
E
R
G
A
T
E

 

H
O
T
E
LS

」
を
運
営
。
令
和
3

年
4
月
1
日
に
開
業
し
た
ホ
テ
ル

イ
ン
タ
ー
ゲ
ー
ト
大
阪 

梅
田
の

は
、
各
地
・
各
分
野
で
ア
ン
ト
レ

プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
持
っ
て
活
躍

す
る
実
践
者
が
一
堂
に
集
い
、
そ

れ
ぞ
れ
が
重
要
だ
と
考
え
る
社
会

課
題
に
対
し
て
議
論
を
重
ね
、
社

会
を
よ
り
良
く
す
る
た
め
に
共
に

考
え
つ
な
が
り
合
う
場
だ
。
当
日

は
ベ
ン
チ
ャ
ー
経
営
者
、
N
P
O

代
表
理
事
、
行
政
関
係
者
、
教
育

者
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
志
を
持
つ

「
歴
史
や
文
化
の
発
信
だ
け
で
な

く
、
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
っ
た
視

点
か
ら
も
地
域
（
大
阪
）
の
魅
力

を
発
信
し
て
い
き
た
い
」
と
い
う

想
い
と
同
大
の
理
念
が
合
致
し
、

開
業
時
よ
り
協
働
し
て
大
阪
の
魅

力
を
伝
え
続
け
て
い
る
。

　
令
和
4
年
度
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
は
、「
大
阪
ら
し
い
ユ
ニ
ー
ク

さ
」
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
同
大 

デ
ザ
イ
ン
学
科
の
学
生
31
人
が

「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」「
エ
コ
バ

ッ
グ
」「
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
」「
動
画

制
作
」
の
四
つ
の
チ
ー
ム
に
分
か

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を

制
作
。
各
分
野
で
、
ホ
テ
ル
の
魅

力
と
大
阪
の
文
化
を
発
信
す
る
施

策
に
取
り
組
み
、「
社
会
を
豊
か

に
す
る
」
と
い
う
デ
ザ
イ
ン
の
本

質
を
学
ぶ
同
大
の
学
生
が
生
み
出

す
作
品
を
通
じ
て
、
な
に
わ
文
化

の
魅
力
を
体
感
で
き
る
の
が
こ
の

サ
ー
ビ
ス
の
特
徴
と
も
言
え
る
。

そ
し
て
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
先

駆
け
て
、
2
月
3
日
に
メ
デ
ィ
ア

向
け
の
体
験
会
を
実
施
し
た
。
体

験
会
で
は
、
グ
ラ
ン
ビ
ス
タ 

ホ

テ
ル
&
リ
ゾ
ー
ト
よ
り
同
企
画
の

説
明
や
学
生
に
よ
る
作
品
説
明
を

行
っ
た
後
、
伝
統
工
芸 「
張
り
子
」 

の
絵
付
け
体
験
を
開
催
し
た
。
ま

た
、
同
ホ
テ
ル
で
は
2
月
5
・
12

日
に
も
、
1
日
4
回
ず
つ
各
回
先

デ
ザ
イ
ン
賞
だ
。
昨
今
、
デ
ザ
イ

ン
は
社
会
課
題
の
解
決
手
法
と
し

て
活
用
さ
れ
る
な
ど
、
従
来
の

「
造
形
」
や
「
美
術
」
と
い
っ
た

括
り
か
ら
そ
の
在
り
方
が
変
動
し

て
い
る
。
同
賞
は
作
品
・
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
・
研
究
を
審
査
・
顕
彰
す

る
こ
と
に
よ
り
、
新
た
な
ク
リ
エ

イ
テ
ィ
ブ
人
材
の
発
掘
と
キ
ャ
リ

ア
ア
ッ
プ
を
支
援
し
、
デ
ザ
イ
ン

を
通
じ
た
新
た
な
産
業
、
お
よ
び

文
化
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
、
令
和
4
年
度
か
ら
開

始
し
た
。
特
徴
と
し
て
は
、
商
品

化
や
実
現
化
を
応
募
条
件
と
せ

ず
、
提
案
や
構
想
、
研
究
と
し
て

学
生
た
ち
な
ど
、
ア
ン
ト
レ
プ
レ

ナ
ー
シ
ッ
プ
を
持
つ
1
0
3
人
の

実
践
者
が
同
大
に
集
結
。「
世
界

の
幸
せ
を
カ
タ
チ
に
す
る
た
め

に
、
私
た
ち
は
ど
う
す
る
か
」
と

い
う
大
テ
ー
マ
に
対
し
て
、
実
践

者
が
感
じ
て
い
る
社
会
課
題
を
出

し
合
っ
た
。

　
そ
の
後
、
出
さ
れ
た
課
題
を
整

理
・
分
類
し
て
最
終
20
の
テ
ー
マ

に
集
約
さ
せ
、
そ
の
中
か
ら
各
自

特
に
関
心
が
高
い
二
つ
を
選
択
。

そ
こ
で
選
ば
れ
た
課
題
が
前
半
と

後
半
の
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
の
テ
ー
マ
と
な
っ
た
。
課
題

を
選
定
す
る
際
は
、
会
場
の
パ
ネ

ル
に
集
約
さ
れ
た
課
題
の
中
か
ら

各
自
が
選
ん
だ
も
の
に
赤
シ
ー
ル

で
貼
っ
て
い
く
た
め
、
ど
の
課
題

が
最
も
関
心
の
高
い
も
の
な
の
か

と
い
っ
た
こ
と
も
視
覚
化
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
議
論
内
容
は
議
事
録
と
い
う
形

で
全
体
に
共
有
し
、
最
も
重
要
な

課
題
と
し
て
「
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と

人
類
の
共
存
」
が
選
出
さ
れ
た
。

こ
の
課
題
を
提
示
し
た
同
学
科
の

澤
円
教
授
は
壇
上
で
「W

eb3.0

時
代
に
お
い
て
今
後
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
の
発
展
に
伴
い
、
そ
れ
ら
を
操

る
こ
と
の
で
き
る
人
材
の
育
成
が

必
要
で
あ
る
」
と
全
体
に
訴
え

着
8
人
で
、
参
加
費
を
「
ご
縁
」

に
ち
な
ん
だ
「
5
円
」
に
設
定
し

た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
伝
統
工
芸 

張
り
子
絵
付
け
体
験
」
を
実
施
。

学
生
自
身
が
講
師
と
な
っ
て
絵
付

け
方
法
を
教
え
、
参
加
者
た
ち
に

世
界
に
一
つ
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

張
り
子
の
制
作
を
サ
ポ
ー
ト
し

た
。
現
代
の
学
生
な
ら
で
は
の
視

点
で
、
大
阪
文
化
の
魅
力
を
未
来

へ
残
す
活
動
を
続
け
る
同
大
か
ら

今
後
も
目
が
離
せ
な
い
。

制
作
さ
れ
た
デ
ザ
イ
ン
で
の
応
募

が
可
能
な
ほ
か
、
社
会
を
構
成
す

る
「
物
」「
場
」「
情
報
」「
仕
組

み
」
の
四
つ
に
応
募
カ
テ
ゴ
リ
ー

を
設
定
し
幅
広
い
領
域
の
デ
ザ
イ

ン
が
応
募
対
象
で
あ
る
こ
と
。
ま

た
、
応
募
テ
ー
マ
を
指
定
せ
ず
、

企
業
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や

デ
ザ
イ
ナ
ー
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
へ
の
参
加
機
会
な
ど
、
独
自

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
キ
ャ
リ

ア
支
援
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
る
。
応
募
者
は
個
人
ま
た
は

グ
ル
ー
プ
と
し
、
令
和
5
年
4
月

1
日
現
在
で
個
人
ま
た
は
グ
ル
ー

プ
の
全
員
が
日
本
国
内
の
各
種
専

修
専
門
学
校
・
大
学
・
大
学
院
に

在
籍
し
て
い
る
か
、
令
和
4
年
6

月
1
日
以
降
に
卒
業
・
修
了
し
た

者
で
、
こ
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

れ
ば
年
齢
の
制
限
は
な
い
。
詳
細

は
同
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
募
集
要

項
を
確
認
の
こ
と
。

た
。
参
加
者
は
同
イ
ベ
ン
ト
を
通

し
て
「
世
界
の
幸
せ
」
に
つ
い
て

真
剣
に
思
案
。
自
分
自
身
と
深
く

向
き
合
い
、
世
界
の
幸
せ
が
何
な

の
か
を
考
え
る
貴
重
な
機
会
と
な

っ
た
。
世
界
の
幸
せ
を
カ
タ
チ
に

す
る
た
め
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
各

自
現
場
で
問
い
続
け
、
活
動
し
続

け
る
こ
と
が
重
要
だ
。E

M
C

 

C
onference

は
今
後
も
継
続
的

に
開
催
し
、
各
地
・
各
分
野
で
活

躍
す
る
実
践
者
が
「
世
界
の
幸
せ

を
カ
タ
チ
に
す
る
」
た
め
に
つ
な

が
り
、
協
力
し
合
う
場
を
提
供
し

て
い
く
と
い
う
。
同
大
で
は
、
イ

ベ
ン
ト
当
日
の
様
子
を
ま
と
め
た

ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
ム
ー
ビ
ー
を
ア
ン

ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
学
部
の
公

式Y
ouT
ube

に
て
公
開
中
だ
。

同
イ
ベ
ン
ト
や
武
蔵
野
大
の
取
り

組
み
に
興
味
の
あ
る
人
は
、
公
開

さ
れ
て
い
る
動
画
を
見
て
み
る
ほ

か
、
今
後
の
展
開
に
も
注
目
し
て

お
く
こ
と
を
オ
ス
ス
メ
す
る
。

　
次
世
代
を
担
う
人
材
を
育
成

す
る
た
め
の
学
校
教
育
、
研

究
、
お
よ
び
学
校
経
営
の
在
り

方
を
探
求
・
実
践
し
て
い
る
の

が
「
新
し
い
学
校
の
会
」（
新

学
会
、本
部
東
京
・
千
代
田
区
）

だ
。
こ
の
新
学
会
が
3
月
20

日
、
進
路
情
報
研
究
セ
ン
タ

ー
・
ラ
イ
セ
ン
ス
ア
カ
デ
ミ
ー

（
本
社
東
京
・
新
宿
区
）
の
運

営
協
力
の
も
と
、
オ
ン
ラ
イ
ン

教
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
『
通
信
制

高
校
生
の
社
会
参
画
―
継
続
的

支
援
の
実
現
に
向
け
て
―
』
を

開
催
し
た
。

　
令
和
4
年
度
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
で
は
、
通
信
制
高
校
卒
業
生

調
査
を
過
去
7
年
間
に
わ
た
っ

て
独
自
に
実
施
し
て
き
た
第
一

学
院
高
等
学
校
（
茨
城
県
高
萩

市
）
の
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
室
長
・
青
山
真
理
氏
か

ら
調
査
経
過
や
調
査
に
よ
る
波

及
効
果
な
ど
の
事
例
紹
介
が
な

さ
れ
た
。

　
一
方
、
新
学
会
で
は
令
和
3

年
度
に
引
き
続
き
、
加
盟
通
信

制
高
校
14
校
の
卒
業
生
を
対
象

と
す
る
進
路
状
況
調
査
「
第
2

回
通
信
制
高
校
卒
業
生
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
」
を
実
施
。
そ
の
結

果
報
告
も
行
わ
れ
た
。
今
回

は
、
第
1
回
調
査
と
同
様
に
卒

業
し
て
2
年
後
と
7
年
後
の
卒

業
生
を
対
象
に
、
令
和
4
年
11

月
中
旬
〜
令
和
5
年
2
月
中
旬

に
調
査
を
行
い
、
4
0
2
3
人

か
ら
の
回
答
が
得
ら
れ
た
。

　
2
回
目
を
迎
え
た
新
学
会
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
前
回

調
査
で
「
卒
業
時
進
学
」
と
ひ

と
括
り
に
し
て
い
た
も
の
を
、

卒
業
時
の
進
学
先
を
「
4
年
制

大
学
」「
短
大
」「
専
門
学
校
」

「
公
共
職
業
訓
練
校
」
と
い
う

4
区
分
に
分
け
て
調
査
。
こ
の

う
ち
卒
業
時
に
、「
進
路
未
決

定
」「
4
年
制
大
学
進
学
」「
専

門
学
校
進
学
」
と
な
っ
た
生
徒

に
焦
点
を
当
て
た
報
告
が
な
さ

れ
た
。
新
学
会
の
事
務
局
長

で
、
学
び
リ
ン
ク
株
式
会
社

（
本
社
東
京
・
千
代
田
区
）
の

山
口
教
雄
代
表
は
「
第
1
回
、

2
回
の
調
査
を
通
し
て
卒
業
生

は
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
就
労
な

ど
の
支
援
を
強
く
求
め
て
い
る

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
こ
の
支
援
を
高
校
の
教
職

員
に
求
め
る
の
は
限
界
が
あ
り

ま
す
。
外
部
機
関
と
の
提
携
な

ど
を
考
え
て
い
た
だ
く
と
良
い

の
で
は
」
と
、
通
信
制
高
校
卒

業
後
の
サ
ポ
ー
ト
の
安
定
化
を

願
う
発
言
が
な
さ
れ
、
調
査
報

告
を
ま
と
め
た
。

　
続
く
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
で
は
、
不
登
校
特
例
校
・

岐
阜
市
立
草
潤
中
学
校
（
岐
阜

市
）
で
「
こ
こ
ろ
の
校
医
」
を

務
め
る
加
藤
善
一
郎
氏
、
10
代

か
ら
30
歳
程
度
ま
で
を
対
象
に

支
援
を
行
う
「
家
族
支
援
ネ
ッ

ト
♪
ら
る
ご
♪
」（
京
都
市
）

代
表
で
、
公
認
心
理
師
・
臨
床

心
理
士
で
も
あ
る
福
本
早
穂

氏
、
文
部
科
学
省
初
等
中
等
教

育
局
児
童
生
徒
課
の
神
崎
拓
真

氏
、
厚
生
労
働
省
社
会
・
援
護

局
地
域
福
祉
課
専
門
官
の
松
浦

拓
郎
氏
、
鹿
島
学
園
通
信
教
育

グ
ル
ー
プ
を
運
営
す
る
学
校
法

人
鹿
島
学
園
（
本
部
茨
城
・
鹿

嶋
市
）
理
事
長
の
大
森
伸
一
氏

が
参
加
し
、
社
会
参
画
の
た
め

の
有
効
な
支
援
に
つ
い
て
話
し

合
っ
た
。
例
え
ば
、
不
登
校
や

ひ
き
こ
も
り
の
生
徒
に
対
し
、

親
子
や
家
族
な
ど
、
当
人
の
身

近
な
存
在
が
専
門
機
関
と
の
懸

け
橋
に
な
る
よ
う
な
家
族
間
向

け
の
支
援
で
あ
っ
た
り
、
自
治

体
に
ひ
き
こ
も
り
の
相
談
窓
口

を
設
置
、
明
確
化
し
周
知
さ
せ

た
り
す
る
な
ど
、
各
パ
ネ
ラ
ー

の
立
場
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
意
見

が
交
換
さ
れ
た
。
専
門
的
な
機

関
に
よ
る
支
援
の
強
化
か
ら
、

身
近
な
人
々
を
通
じ
た
支
援
ま

で
、
多
面
的
な
施
策
の
実
現
を

模
索
す
る
新
学
会
。
そ
れ
ぞ
れ

の
理
由
で
心
を
閉
ざ
す
人
た
ち

を
社
会
と
つ
な
げ
る
取
り
組
み

に
今
後
も
注
目
だ
。

　
デ
ザ
イ
ン
に
関
わ
る
企
業
や

人
々
・
地
域
社
会
の
支
援
と
発
展

を
目
的
と
し
て
い
る
公
益
財
団
法

人
日
本
デ
ザ
イ
ン
振
興
会
（
本
部

東
京
・
港
区
）
は
3
月
17
日
、
令

和
5
年
度
「
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
・

ニ
ュ
ー
ホ
ー
プ
賞
」
の
応
募
受
け

付
け
を
開
始
し
た
。
受
付
期
間
は

令
和
5
年
7
月
18
日
ま
で
と
な
っ

て
い
る
。

　
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
・
ニ
ュ
ー
ホ

ー
プ
賞
は
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
や
ク
リ

エ
イ
タ
ー
を
目
指
す
各
種
専
修
専

門
学
校
・
大
学
・
大
学
院
の
学
生

や
、
卒
業
・
修
了
後
間
も
な
い
若

手
ク
リ
エ
イ
タ
ー
を
対
象
と
し
た

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

高
校
生
考
案
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
募
集

日
本
政
策
金
融
公
庫

高校生高校生
××

起業起業&&ビジネスビジネス

　
日
本
政
策
金
融
公
庫
（
本
社
東

京
・
千
代
田
区
）
は
2
月
24
日
、

全
国
の
高
等
学
校
・
高
等
専
門
学

校
の
生
徒
を
対
象
と
す
る
ビ
ジ
ネ

ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
『
創
造

力
、
無
限
大∞

 

高
校
生
ビ
ジ
ネ

ス
プ
ラ
ン
・
グ
ラ
ン
プ
リ
』
の
第

11
回
大
会
を
開
催
す
る
こ
と
を
発

表
し
た
。
応
募
受
付
は
令
和
5
年

8
月
22
日
か
ら
9
月
27
日
ま
で
と

な
っ
て
お
り
、
期
間
内
に
ビ
ジ
ネ

ス
プ
ラ
ン
シ
ー
ト
を
提
出
す
る
必

要
が
あ
る
。

　
こ
の
グ
ラ
ン
プ
リ
は
、
高
校
生

世
代
が
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
作
成

す
る
過
程
を
通
じ
て
、
自
ら
未
来

を
切
り
拓
い
て
い
け
る
力
を
養
う

こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
、
平

成
25
年
度
か
ら
開
催
さ
れ
て
い

る
。「
自
ら
学
び
、
考
え
、
課
題

を
見
つ
け
る
力
」「
課
題
を
解
決

す
る
た
め
の
論
理
的
な
思
考
力
」

「
他
者
と
協
働
し
な
が
ら
課
題
を

解
決
す
る
力
」
を
養
う
こ
と
が
で

き
る
の
が
魅
力
の
一
つ
だ
。
11
回

目
と
な
る
今
回
の
募
集
内
容
は
、

若
者
な
ら
で
は
の
自
由
な
発
想
や

創
造
力
を
活
か
し
た
プ
ラ
ン
と
し

て
、「
人
々
の
生
活
や
世
の
中
の

仕
組
み
を
よ
り
良
い
も
の
に
変
え

る
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
」「
地
域
の

課
題
や
環
境
問
題
な
ど
の
社
会
的

な
課
題
を
解
決
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
プ

ラ
ン
」
と
な
っ
て
い
る
。
全
国
の

高
等
学
校
（
中
等
教
育
学
校
後
期

課
程
を
含
む
）
お
よ
び
高
等
専
門

学
校
（
1
〜
3
年
生
の
み
を
対

象
）
の
生
徒
か
ら
な
る
グ
ル
ー
プ

ま
た
は
個
人
が
対
象
。
希
望
が
あ

れ
ば
、
同
金
融
公
庫
の
職
員
が
学

校
を
訪
問
し
、「
出
張
授
業
」
を

無
料
で
実
施
す
る
。
ビ
ジ
ネ
ス
プ

ラ
ン
の
作
成
に
つ
い
て
、
入
門
的

な
も
の
か
ら
実
践
的
な
も
の
ま

で
、
サ
ポ
ー
ト
体
制
が
整
っ
て
い

る
。
審
査
項
目
は
❶
商
品
・
サ
ー

ビ
ス
❷
顧
客
❸
経
営
資
源
（
ヒ

ト
、
モ
ノ
、
技
術
等
）
❹
収
支
計

画

―
の
4
点
だ
。
全
国
か
ら
集

ま
っ
た
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
の
中
か

ら
フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト
10
組
が
選
出

さ
れ
、
令
和
6
年
1
月
7
日
に
最

終
審
査
会
が
行
わ
れ
る
予
定
と
な

っ
て
お
り
、
す
べ
て
の
プ
ラ
ン
に

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が
実
施
さ
れ
る

た
め
、
今
後
の
活
動
に
も
生
か
す

こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

　
前
回
大
会
の
第
10
回
で
は
、

4
5
5
校
（
4
9
9
6
件
）
が

応
募
。
令
和
5
年
1
月
8
日
に
開

催
さ
れ
た
最
終
審
査
会
に
お
い

て
、
東
京
都
立
晴
海
総
合
高
等
学

校
（
東
京
都
中
央
区
）
が
グ
ラ
ン

プ
リ
を
受
賞
。
準
グ
ラ
ン
プ
リ
に

は
青
森
県
立
三
本
木
農
業
恵
拓
高

等
学
校
（
青
森
県
十
和
田
市
）
が

選
出
さ
れ
た
。
高
校
生
ら
が
ど
の

よ
う
な
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
提
案

す
る
の
か
、
い
ま
か
ら
注
目
だ
。

　
日
本
政
策
金
融
公
庫
は
、
起
業

を
増
や
し
活
力
あ
ふ
れ
る
日
本
を

創
っ
て
い
く
た
め
に
、
今
後
も
次

世
代
を
担
う
若
者
の
創
業
マ
イ
ン

ド
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
く
構

え
だ
と
い
う
。

起
業
家
的
行
動
能
力

ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
捉
え
る
課
題

武
蔵
野
大
学

産
学
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

〝
な
に
わ
文
化
〞の
魅
力
を
地
域
に

大
阪
芸
術
大
学

グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン・
ニ
ュ
ー
ホ
ー
プ
賞

社
会
課
題
と
向
き
合
う
デ
ザ
イ
ナ
ー
育
成

公
　
　
益

財
団
法
人

日
本
デ
ザ
イ
ン
振
興
会

世
界
を
見
据
え
た
社
会
課
題

を
チ
ー
ム
で
議
論
し
解
決
へ

多
様
な
場
で
活
躍
す
る
ア
ン
ト
レ

プ
レ
ナ
ー
た
ち
と
行
う
大
会
議
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